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出征→抑留→帰還
鶴山好男

出陣

　時に再放映される懐かしくも感激のシーン学徒出陣神宮外苑は生憎の小雨､女学生の打振る日の丸の小旗の波一万人の大行進｢この中にいるんだヨ｣指し示す指が振える（どうしているか今に残る交流の学友の姿）

配属

　戦雲急を告げる中での配属先は北千島然もカムチャツカ半島を指呼の間列島最大の幌莚島､海域は名にし負う世界の三大漁場の一つ北洋当時鮭の一大根拠地その一かくを占める武蔵湾､部隊はかのアリューシャン列島で玉砕したアッツを横目に歌にある通り霧にまぎれ一瞬の隙に乗じ奇蹟の全員撤収に成功したキスカの山形の部隊

風土記｢岩魚｣

　激しいブリザード（地吹雪）がおさまり待ち恋がれた夏を伴うキラメキの短い春の訪れ早速這松の竿を手に相手は人見知りしない岩魚それに鱒程もあるアメマス

　　「アホウ鳥」

　青首を川に追うがなんと云っても本命は秋にたらふくフレップ、コケモモそれにガンコウランをついばんだ雷鳥と羽を広げると１ｍ程もある珍しい真白いふくろう、猫マタギと軽ベツする塩鱒の餌で釣ったアホウ鳥は臭くて然しこれとて天然記念物の立派な鳥仲間の内

　　「ネズミ」

　野積されたゴム袋の米の集積を取りかこんで一斉のネズミ獲り無菌と云われ頭さえ見なければ雀と云えばそうかと云へなくもない。

　　「エンレン草」

　ビタミンＣをカバーするため専らアイヌネギ（ギョーザニンニク）を喰べるが臭くて閉口その代り白花エンレン草を摘む（一度家内に同種を試食させたがおいしくない）

　　「湿地帯」

　海岸から４ｋｍは湿地帯一斉に高山植物の花開く内に背丈程のバラのピンクの花ここは公園かと錯覚小鳥の声一つ無く島の春は静かな春です

　　「鮭」

　隔年の豊漁年チャブチャブ波で拾って五右衛門釜で鯨油で空揚げシーズン中それが毎昼食一人一匹米飯代りあきて頭の軟骨鼻っぺ以外捨てる10年分の鮭を喰べたと渋い顔この軟骨の甘酢漬は氷頭と云ひ大好物だが今では手に入らない

浅いせせらぎに立って選別に棒で叩く鼻曲り（カラフトマス）､白は敬遠銀と紅それを下流の立ちん坊がヒョイと岸へ（国内は花咲の時知らず以外は全て白）「小隊長殿熊が笹に鮭を
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通して肩にって本当ですネ」「そんな馬鹿ナ」「でも100m先の足跡の傍に笹の葉とまだピチピチして鮭が」

澱に30匹ほどの鮭錆ヤスで突くサーと飛び散る血潮めがけて群る岩魚思ひ出す池の鯉それとの余りの違和感に只呆然と見惚れる

　　　「海苔」

　波打際にはうず高くワカメ干上った石と云う石は真黒な岩海苔ナイフで切り取り包めばハイおにぎりの出来上り

　　　「老人」

　犬を連れた老人に出遇った6年間一人暮らし話す言葉がよく通じないそれにしてもここは別天地話半分としても一度ボートで又猫マタギ2本針に真鱈、カジカ、ヒラメｅｔｃの大釣り本当にボートが沈みそう聞けば氷に乗ってアザラシも山頂附近に湯煙り厳しい寒さ（札幌の方が寒いと云う）を乗り越えれば老人の仲間入りが

　　　「当番兵」

　天童出身の召集兵或る日こう云った｢近く中隊長殿がヤケドをされますその厄をのがれるには夜川に小枝を1週間流して下さい但し人眼につかぬよう｣ところが運悪く人眼にそして予言通りルンペンストーブで大やけど一生の運勢を占って貰った一銭銅貨チャラチャラ額に油汗を浮べ˝柳の下云々˝七言絶句それで結局は答は明瞭「平々凡々」私の家は代々宮中の陰陽師（知らなんだその言葉､まして安部晴明神社のあることなど）

　　　「砲撃」

　四本マストの巡洋艦2隻､高射砲水平打ち一発にお返し千発夜迄続く砲声轟音曳光弾双眼鏡を手に終日濠に立つ我が方僅か40名

　　　｢激戦｣

　終戦の詔書間を置かずソ連の進攻激戦続く占守島我に10倍の損害を与へるその結果髯の親父の北海道進駐の野望を食い止めたことは余り知られていない．

　　

地図に載っていないマルシャンスク
　暮も押し迫ってのウラジオ出発シベリヤ鉄道横断極寒の旅暗く長い不安な貨車に缶詰45日やっと辿り着いた処はモスクワの南マルシャンスク森の収容所出迎へのドイツ人のカーシャ（オカユ）がうまい｢こんなおいしい物が毎日喰べられるのか｣

閣下の期待は間もなく始まった森林の伐採搬出作業に空言に終った単にうまい／まずいはここでは2の次中味の如何が問題その点から燕麦は最高逆に粟は最低第一腹持ちが違う食器はアメサン援助のラード缶そのスリ切れ一杯が朝夕それにノルマ次第の黒パンにキャベツが見えたらラッキーなワダー（水）スープ

　　　「飢」

　大勢の眼もなんのそのカーシャの配分を待ちかねて３級労働免除組がビヤ樽に取り付き
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パンの耳で残りカスをこすぎ取るその中に司令部付きの経理大尉、酒保品に無縁の彼も

我々の留守中飯盒を手にバラ線内で野草あさり結局白い十字架に眠ってしまった｡

　　　

｢ドングリタンニン中毒｣

樹のうろにリスが貯へたドングリを焚火で焼く一つ二つ20位で､それを飢に負けて70も見てる前で眼をつり上げ地面を掻きむしり彼も又悲しい十字架行き

　　　「奇跡」

　無風のタイガー地帯突然３０ｍを超す松の枯木が３段に折れて落下思はず見上げる半裸の胸に吊した水天宮のお守りを引きちぎった紙一重の幸運奇跡だこの時ばかりは遥か故国の神に深々と感謝の祈りを捧げた

　　　地図に載っているタンボウフ
　　　｢移動｣

　一年を過ぎて分派更に南にここはがらり変わり一望の平野肥沃な黒土地帯周わりは馬鈴薯（カルトーチカ）畠「あの森に近づくな虎がいる」朝バラ線に雀程の黒い鳥チッチッとさえずるナイチンゲール

　　　｢街角｣

　人口40万広い街路そのプラタナスの並木に張り巡らすラヂオの有線「こんなラヂオが有るか」通りすがりの女の子「無線ならネ」ペッペッとヒマワリの種をはき出しながら又問う｢こんな喰い物は｣「もっと大きいピーナッツが」3度の食事に興味「米のご飯に周わりが海だから毎日魚が喰べられてイイネ」将校手当が月10ルーブル（散髪が４ルーブル）買ったピロシキーの中味が米だった

　　　｢私有地｣

　集団農場コルホーズ、ソフホーズと大違い猫の額程の家の周わりの私有地は手入れも十分そのカルトーチカの出来高査定に行く､かわいそうだがここからも物納｢なるべく低く少くネ｣哀願の果ては古い日露戦争の写真迄引張り出しておどすここも工場帰りにカルトーチカ1個の大事なお得意様

　　　「バザール」

　国営百貨店には僅かな品揃へ西瓜売場の壁に昔小学校で懐しい算盤数字に弱い店員だから釣銭貰うのにイライラ前の広場はバザールここで仕入れたサッカリンやヒマワリの茎かとうたがう愛煙のマホルカ煙草を始め雑多な品人だかり内に満州からと云う日本人手にしているのはスカーフ｢元は家内の腰巻でネ｣苦笑いスリが多い胸元の万年筆を早速やられた

　　　「カルトーチカ」

　春先地下の野菜貯蔵庫のカルトーチカの選別作業中に半分腐れた黄味がかったのがあり試しに口にしたところ案外特有のイガラッポクが無い早速頂いたここで初めて南瓜（家畜
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用）それもまるで掌そっくりで真白い始め不思議に思ったのと赤いビートを見た　　　

「キャベツ」

　2年半の滞在中よくも代わり映えしないと感心した彼女スープの中味その漬物風景が一風変って面白い先ず上から樋をゴロゴロ変ったシャベルで一斉にバサバサそして大きな桶へ､漬物はなんでも塩水漬フナ等塩焼けせずピカピカ家庭でも土間にポーチカ中によく溝の縁などで見かける赤ザ白ザの野草然しこれも立派な冬越しの野菜

　　　「想い」

　白く輝く月光を浴び深夜作業の一刻円坐を組み内にミキサー係りの芳紀正に17才白系の美少女イリマライワを立たせるまるでお人形そっくりそして本人は意味が解らずとも日本語で囁く｢貴男　アナタ…｣甘くアマク…

　　　「スポーツ」

　誰がつけたかミニオリンピック日本ドイツソ連ハンガリーそれにユーゴスラビア五ヶ国参加の知られざる競技大会陸上は意外にドイツが健斗日本はなんと云っても日頃の栄養面で水泳の５０ｍ平泳に出場してみたそして見事一着2人のナースが白布の盆に賞品期待に眼を輝やかしてガックリ生の人参2本（馬じゃあるまいし）

　　　「植樹」

　ドングリの植樹をさせられた当時はドングリなんてと馬鹿にしていたが最近の熊の出没さわぎで彼等の先見の明に感心しかし虎でどうするのか聞きたい

　　　｢記念品｣

　ドイツの飯盒はアルミ蓋は柄付きで鉄製即フライパン記念に持ち帰った．取り出した一葉の写真「妹です美人でしょうお嫁さんにどう」好青年ヘッケルドイツでも主食はカルトーチカ72種類の調理法丁度ペーチカで粘土でキャベツの丸むし焼き

　　　｢劇団｣

　おだてられて劇団を立ち上げたシナリオを書き演出更にテーマソングと大忙し演目で一番のヒット作は国士舘大学生とＳ財閥の2号サンとの悲恋物語り勿論主役は本人熱演万雷の拍手｢日本に帰っても銭を取れるゾ｣要望に応へシナリオ傑作集を出す

　　　｢入浴｣

　月に一度の楽しみなシャワー、キャラメルそっくりの石けんを頭にのせて脱衣所は別だが中に入ると混浴、ドアの無い電話ボックスが並ぶ日本人の我々を追っかけタオルをむしり取りマダムが云う「ナンテマーリンキー(小サイ)もっともっとボルショイかと思った」当時の彼女等が浮世絵の歌麿の熱烈なファンとは知らなんだ．オッパイを高々と肩にかついで悠然と洗っているのにはびっくり．それにしても赤系白系を問わず一度結婚するとあのスマートな彼女等が皆がみなぶくぶく肥えるのは何故だろう滅菌された被服が肌に心地よい．
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「帰還」

　夢が現実になった歓喜の中に一抹の不安を抱えドアーも開放の快適な25日の旅、行きに

大きな凍ったフナを抱え今－50℃と少年が教へてくれたバイカル湖上にドイツ人が2人ボート上で釣竿を大きく振る厳頭の松のたたずまいが郷愁を誘う

　　　｢興安丸｣

　「只今公海に入りました今迄偽名の方は申出て下さい」˝船内アナウンス˝
日本新聞なる物を振りかざし一刻の安息を奪い故国への夢さへ取り上げようとした裏切者も同船かねての手筈通り船上に引きずり出したが「助けて呉れ、くれ」手すりにしがみつき泣き叫ぶ余りの声に最后は負けた「投げて来たか」出迎への桟橋の声に申し訳けなく頭を下げた

　　　｢父｣

　下宿に寄道して､指定列車に乗り遅れ止むなく上野の改札口前に夏みかん2ヶを枕に仮寝ところが起きてびっくり枕が無い

函館の埠頭に預けた雑のうを手にしょんぼり一人息子を待つ父の姿

ドラマが終ったのだ長いそして青春も

